
五
月
六
日
（
木
）
、
開
校
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
作
家
の
大
場
昇
先
生
が
、
「
め
ざ
せ

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
よ
り
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
」の
演
題
で
、

九
四
四
人
の
後
輩
に
優
し
く
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

先
生
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
と
し
て
「
モ

ノ
を
書
く
」
御
自
身
の
仕
事
と
、
作
家
の
作
品
を
添

削
す
る
「
編
集
者
」
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
、
作
家
と

編
集
者
と
が
一
つ
の
文
章
を
巡
っ
て
侃
々
諤
々
の

か
ん
か
ん
が
く
が
く

議
論
を
す
る
様
子
を
、
興
味
深
く
説
明
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
時
代
に
進
路
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
む
し
ろ
幸
せ
で
、
大
半
の
高
校
生

は
一
生
の
仕
事
と
し
て
何
を
選
ん
で
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
も
の
だ
が
焦
ら
な
く
て
も
よ
い
。
中
国
の
言

葉
に
「
一
身
に
し
て
三
世
を
経
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

一
つ
の
身
体
で
三
つ
の
人
生
を
経
験
す
る
く
ら
い
の

気
持
ち
で
よ
い
。
伊
能
忠
敬
が
五
十
七
歳
か
ら
日
本

全
国
を
歩
き
始
め
た
よ
う
に
、
三
十
代
、
四
十
代
、

五
十
代
で
花
開
く
人
も
い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
で
大
切
な
講
義
と
し
て
「
一
般
教
養
」
を

挙
げ
ら
れ
、
人
生
の
間
口
を
広
げ
人
格
を
豊
か
に
す

れ
ば
、
そ
の
後
ど
ん
な
道
を
歩
ん
で
も
流
行
に
惑
わ

さ
れ
ず
花
開
く
。
逆
に
、
一
芸
で
見
事
な
花
を
咲
か

せ
る
の
は
難
し
い
。
夢
や
希
望
を
追
求
す
る
こ
と
は

よ
い
こ
と
だ
が
、
や
は
り
最
低
で
も
生
き
て
い
け
る

だ
け
の
教
養
や
知
識
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
静
か
に
語
ら
れ
、
「
自
分
は

高
校
時
代
に
努
力
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
。
高
校
時
代

は
一
日
中
勉
強
し
て
も
よ
い
時
期
で
あ
る
。
」
と
語

ら
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
も
頷
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
時
代
に
使
っ
て
お
ら
れ
た
英
語
の
辞

典
を
披
露
さ
れ
、
生
徒
に
英
単
語
の
勉
強
の
仕
方
等

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、
先
生
へ
の
お
礼
の
言
葉
と
併
せ
て

感
謝
の
思
い
を
「
校
歌
斉
唱
」
（
吹
奏
楽
部
伴
奏
）

で
表
し
ま
し
た
。
講
演
後
は
多
く
の
生
徒
が
先
生
の

下
に
集
ま
り
、
先
生
が
使
わ
れ
た
英
語
の
辞
典
を
手

に
取
り
な
が
ら
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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第４４号
平成２２年

７月９日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

主
な
行
事
予
定

七
月

一
日
（
木
）
国
民
安
全
の
日

二
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会
（
二
年
）

三
日
（
土
）
三
星
道
場
④

四
日
（
日
）
開
陽
高
校
ス
ク
ー
リ
ン
グ

六
日
（
火
）
公
開
授
業
（
授
業
参
観
）

七
日
（
水
）
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

八
日
（
木
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
（
午
後
）

九
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

一
〇
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
全
）

一
一
日
（
日
）
進
研
記
述
模
試
（
三
年
）

開
陽
高
校
ス
ク
ー
リ
ン
グ

一
四
日
（
水
）
単
車
実
技
講
習
会
（
二･

三
年
）

一
六
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会
（
一
年
）

二
〇
日
（
火
）
終
業
式

朝
課
外
終
了

生
徒
会
役
員
任
命
式

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
一
年
）

二
一
日
（
水
）
夏
期
課
外
（
前
期
）
開
始

二
五
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

三
〇
日
（
金
）
夏
期
課
外
（
前
期
）
終
了

（
一
・
二
年
）

三
一
日
（
土
）
代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

八
月

一
日
（
日
）
代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

三
日
（
火
）
夏
期
課
外
（
前
期
）
終
了

（
三
年
）

八
日
（
日
）
本
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

一
四
日
（
土
）
三
星
会
総
会

※

都
合
に
よ
っ
て
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
校
記
念
講
演
会

「
め
ざ
せ

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
よ
り
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
」

講
師

大
場

昇

先
生
（
本
校

昭
和
四
一
卒
）

長期休業日（夏休み）の変更

１ 休業日を授業日として設定し，「授業」及び「三星祭（体育祭）」

の練習等を実施します。

８月２６日（木）～２７日（金）

２ 第２学期当初の行事予定

始 業 式 ９月 １日（水）

三星祭（体育祭）９月 ４日（土）

体育祭振替休日 ９月 ６日（月）

文化祭振替休日 ９月１３日（月）

三星祭（文化祭）９月１７日（金）～９月１８日（土）

高
校
生
自
立
支
援
相
談
員

本
年
度
は
、
高
校
生
自
立
支
援
相
談
員
の

先
生
に
、
週
一
回
来
校
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

○
高
校
生
自
立
支
援
相
談
員

山
下

み
ど
り

先
生

○
七
月
の
相
談
日
時

七
月

一
日
（
木
）

七
月
一
三
日
（
火
）

七
月
二
二
日
（
木
）

七
月
二
九
日
（
木
）

（
い
ず
れ
も
午
前
一
一
時
〜
午
後
四
時
）

○
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
級
担
任
又

は
保
健
室
ま
で
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開校記念講演会の様子



毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

平成22年７月９日 三星の風 第44号

欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席
・
遅
刻
す
る
場
合
は
、

必
ず
保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
課
外
の
あ
る
日

午
前
七
時
十
五
分
ま
で

○
朝
課
外
の
な
い
日

午
前
八
時
ま
で

○
三
星
道
場
・
模
試

開
始
前
ま
で

うれしいニュース・最新版
「地域の方」からの御連絡（６月２８日）

鹿屋高校の近くを車で通りかかった時のことです。横断歩
道で，これから部活動に向かう数人の鹿屋高校生を見かけま
した。私は，その子どもたちを横断させようと車を止めたと
ころ，急いで渡り終えた子どもたちが一斉に私の車の方を振
り返り，「ありがとうございました。」と声を掛け，大きく一
礼してくれました。うれしくなった私は，「君たちは礼儀正し
いね。何の部活動をしているの？」と聞いたところ「はい，
野球部です。」と元気な答えが返ってきました。思わず「部活
動，頑張りなさいね。」と声をかけることでした。
鹿屋高校は「徳育」を大切にしていると聞いていましたが，

本当にそのとおりだと思いました。

平成２２年度公開授業の開催
７月６日（火）

本年度の公開授業を７月６日（火）に開催しました。

この公開授業は，肝属地区の小中高の先生方が一堂に

会し，本校の授業を参観することで，教員相互の指導

力を高めるとともに，生徒の基礎学力の向上を図るこ

とを目的に，毎年開催しています。

また，当日は５・６時間目（午後１時１５分～午後

３時）に保護者の皆様を対象とした授業参観も併せて

行いました。公開授業は国語，地歴（世界史），数学，

理科（地学），英語の５教科でしたが，保護者の皆さ

んには，５・６限目のすべての授業を参観していただ

きました。

平
成
二
二
年
度
生
徒
会
役
員
決
ま
る
！

六
月
三
〇
日
（
水
）
に
新
生
徒
会
役
員
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
任
期
が
一
年
に
延
び
ま
し
た
。
新
役
員
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

生
徒
会
長

濱
田

一
平

（
二
年
）

副

会

長

黒
瀬

亘

（
二
年
）

書

記

中
野

義
之

（
二
年
）

会

計

脇
門

莉
々
香
（
一
年
）

・

溜
池

祐
太
（
一
年
）

文
化
委
員
長

小
野

菜
津
美
（
二
年
）
文
化
委
員
副
委
員
長

上
ノ
堀

真
弥
（
二
年
）

厚
生
委
員
長

栗
脇

良
太

（
二
年
）
厚
生
委
員
副
委
員
長

上
村

祐
太

（
二
年
）

風
紀
委
員
長

平
野

剛

（
二
年
）
風
紀
委
員
副
委
員
長

宇
都

拓
海

（
一
年
）

図
書
委
員
長

永
里

綾
花

（
二
年
）
図
書
委
員
副
委
員
長

松
留

真
実

（
一
年
）

保
健
委
員
長

川
埜

梨
花

（
二
年
）
保
健
委
員
副
委
員
長

谷
川

純
泰

（
二
年
）

交
通
委
員
長

米
永

四
季
歩
（
二
年
）
交
通
委
員
副
委
員
長

東
窪

淑
美

（
二
年
）

体
育
委
員
長

吉
永

沙
織

（
一
年
）
体
育
委
員
副
委
員
長

福
山

由
希
乃
（
一
年
）

家庭訪問（１年）・三者面談（２，３年）の実施

家庭との連携を図り，生徒の進路実現を図るために，１
学年では家庭訪問を，２・３学年では三者面談を実施しま
す。
日程はおおむね次のとおりですが，詳細は各学級担任か
ら別途連絡いたします。
１年の家庭訪問
７月２１日（水）～２３日（金）
７月２６日（月）～３０日（金）

２年の三者面談
７月２１日（水）～２３日（金）
７月２６日（月）～３０日（金）

３年の三者面談
７月 ９日（金）～８月３日（火）

鹿屋高校ＰＴＡ

学級対抗

ミニバレー大会

７月２５日（日）

１２：００～１６：３０

本校体育館

懇 親 会

１８：００～ さつき苑

口
蹄
疫
の
義
援
金
活
動
の
報
告

鹿
屋
高
校
生
徒
会
執
行
部
で
は
、
口

蹄
疫
で
直
接
的
、
間
接
的
に
被
害
を
受

け
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、
義
援
金
を

募
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
会
執
行
部
保
健
委
員
会

で
は
、
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
、
「
口
蹄
疫
」
の
実

態
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
生
徒
・

職
員
に
配
布
し
て
く
れ
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
生
徒
・
職
員
か
ら
総
額

「
三
万
五
千
二
百
七
十
一
円
」
集
ま
り
、

六
月
三
十
日
に
、
肝
付
地
区
口
蹄
疫
防

疫
対
策
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
（
南

日
本
新
聞
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
）
。


